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◆特集◆第4回日中バドミントン競技会

しつかりと結ぶ友好のきずな
試合は中国チームが制す

両
国
の
友
好
関
係
は
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
よ
う

ご
あ

い
さ
つ

李

威

中
華
人
民
共
和
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
副
主
席

中
国
青
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
代
表
団
団
長

中
日
両
国
は

一
衣
帯
水
の
隣
邦
で
あ

っ
て
、
二
千

年
来
の
友
好
交
流
を
通
じ
、
深
い
伝
統
的
友
好
が
結

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
中
日
両
国
国
交
正
常
化
後
、
両

国
友
好
関
係
史
に
お
い
て
、
新
し
い

一
ぺ
―
ジ
を
く

り
ひ
ら
き
、
両
国
人
民
の
共
同
の
願

い
を
反
映
し
、

両
国
政
府
が
発
表
し
た
共
同
声
明
は
、
両
国
人
民
の

共
同
利
益
に
か
な

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
両
国
国
交
正
常
化
の
実
現
に
と
も
な
い
、

両
国
人
民
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
間
の
友
好
交
流
は
、
さ

ら
に
発
展
し
、
さ
ら
に
深
ま
り
、
さ
ら
に
頻
繁
と
な

り
、
中
日
友
好
は
人
々
の
心

へ
深
ま

っ
て
い
っ
て
お

り
ま
す
。
私
は
こ
の
機
会
を
か
り
ま
し
て
、
両
国
人

民
の
友
好
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の
友
好
往
来
の
た
め

努
力
さ
れ
ま
し
た
日
本
友
人
の
皆
様
に
対
し
、
敬
意

を
表
し
ま
す
。

一
九
七
二
年
の
初
め
、
両
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

の
代
表
は
、
友
好
的
協
議
の
も
と
に
、
中
日
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
交
流
と
国
際
組
織
で
の
合
作
問
題
に
つ
き
、

《
会
談
紀
要
》
に
署
名
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
毎
年
私
達
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
の

相
互
訪
間
を
行
い
、
深

い
友
情
を
結
ん
で
き
て
お
り

ま
す
。　
一
九
七
二
年
我
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
が

貴
国
を
訪
間
し
た
時
に
は
、
ま
だ
直
航
便
が
な
く
、

畿
日
か
の
ま
わ
り
道
を
し
て
北
京
よ
り
東
京
ま
で
来

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
で
は
事
情
も
変
わ
り
、
私
達
両
国
間
に
は
正

式
に
航
空
路
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
大
海
を
横
た
わ

る
空
の
か
け
橋
は
私
達
両
国
を
直
接
結
び
つ
け
、
四

時
間
少
し
で
北
京
よ
り
東
京
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
れ
ら
は
両
国
の
善
隣
友
好
的
関
係
の
発
展
を
示

し
た
も
の
で
す
。
中
日
両
国
人
民
は
世
々
代
々
友
好

を
願
う

こ
の
歴
史
の
流
れ
は
い
か
な
る
力
も
は
ば
む

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

私
達
は
日
本
人
民
日
本

ス
ポ
ー
ツ
界
の
友
人
と
共

に
中
日
両
国
政
府
が
発
表
し
た
共
同
声
明
の
基
礎
の

上
に
、
両
国
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に
い
っ
そ
う
発
展

さ
せ
、
そ
し
て
両
国
人
民
の
深
い
友
好
を
増
進
さ
せ

る
た
め
、
共
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。



ご
あ

い
さ
つ

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
会
長

本

田

弘

敏

発
展
す
る
日
中

バ
ド
ミ

ン
ト

日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
理
事
長

中

島

健

蔵

ン
交
流

第
四
回
日
中
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
東
京
大
会
が
こ

こ
に
開
会
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い

限
り
で
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
、
九
月
の
中
国
選
手
団
の
来
日
に
よ
り
始

め
ら
れ
た
両
国
の
交
流
競
技
会
は
同
年
十

一
月
の
訪

中
、
昨
年
七
月
の
三
度
目
の
訪
中
を
経
て
、
こ
の
度

の
来
日
に
よ
り
四
た
び
を
数
え
る
に
到
り
ま
す
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
両
国
の
親
善
は

一
層
深
ま
り
、

技
価
向
上
に
も
多
大
の
成
果
を
挙
げ
て
ま

い
り
ま
し

し
た
。
中
国
選
手
の
卓
越
し
た
競
技
力
は
、
過
去
三

回
の
交
流
を
通
し
て
私
共
に
如
実
に
示
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
さ
ら
に
若
さ
に
あ

ふ
れ
た
新
鋭
選
手
を
混
え
て
の
来
日
で
あ
り
ま
す
の

で
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
強
国
と
し
て
の
日
中
両
国
の
こ

の
競
技
会
は
高
度
の
技
価
に
加
え
て
若
い
迫
力
あ
る

競
技
展
開
と
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

両
国
選
手
諸
君
に
お
か
れ
て
は
、
そ
の
持
て
る
力

を
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
世
界
最
高
の
プ
レ
ー
を
披
露

し
て
い
た
だ
く
と
共
に
競
技
を
通
じ
て
両
国
の
よ
り

一
層

の
親
善
を
深
め
、
併
せ
て
本
競
技
の
発
展
向
上

に
資
し
て
い
た
だ
き
た
く
切
望

い
た
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。
終
り
に
本
大
会
開
催
に
当
り
、
絶
大
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
衷
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

日
中
国
交
正
常
化
実
現
以
来
三
年
が
経
過
し
た
現

在
、
両
国
間
の
友
好
関
係
は
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
ス
ポ
ー
ツ
交
流
は
著
し
く
促
進
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
両
国
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
界
の
友
好
と
協

力
は
深
め
ら
れ
、
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
機
構
に
お
け

る
中
国
問
題
の
正
し
い
解
決
を
目
ざ
し
、
さ
ら
に
ア

ジ
ア
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の
団
結
と
技
術
向
上
を
は

か
る
な
ど
共
同
努
力
は
増
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ

の
よ
う
に
、
両
国
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
界
の
友
好
交
流
に

関
す
る

「会
談
紀
要
」
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
は
よ
ろ
こ
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

今
年
の
日
中
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
最
後
を
飾

っ
て
、

こ
の
た
び
中
国
青
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
代
表
団
を
迎
え

て
友
好
試
合
を
東
京
で
挙
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
李
威
女
子
を
団
長
と
す
る
中
国
青
年
バ
ド

ミ
ン
ト

ン
代
表
団

一
行
を
熱
烈
に
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

今
回
の
中
国
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
さ
る
九
月
北

京
で
開
か
れ
た
第
二
回
全
国
体
育
大
会
に
お
い
て
す

ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
た
精
鋭
で
あ
り
、
あ
す
の
中

国
を
背
負
う
選
手
で
あ
り
ま
す
。
あ
す
の
中
国
は
、

あ
す
の
世
界
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国
際
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
界
で
最
高
水
準
に
立

つ
中
国
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
界
は
、
こ
の
よ
う
な
若
き
精
鋭
の
躍
進
に
よ

っ

て
、
今
後

い
ち
だ
ん
と
発
展
し
て
い
く
も
の
と
信
じ

ま
す
。
「友
好
第

一
」
の
精
神
を
も
と
に
、
両
国
選
手

が
た
が
い
に
技
を
高
め
あ

い
、
友
好
関
係
を
さ
ら
に

促
進
し
て
い
く
よ
い
機
会
と
し
て
、
今
回
の
友
好
試

合
を
成
果
あ
る
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
希
望

し
ま
す
。

日
中
ス
ポ
ー
ツ
交
流
は
両
国
の
相
互
理
解
と
友
好

関
係
を
促
進
す
る
う
え
で
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
思

い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
る
両
国
の
友
好
と
安

全
を
保
障
す
る
う
え
で
、
私
は
日
中
平
和
友
好
条
約

の
締
結
が
早
期
実
現
さ
れ
る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。



国内における日中大会初白星

日本、初戦に快勝す

訥　剛
２
⌒‐５‐５‐‐４７）０
一跡　講一

〇
…
２２
歳
の
銭
谷
対
１９
歳
の
林
詩

鐙
の
一
戦
が
、
京
都
大
会
の
メ
ー
ン

イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
と
も

に
長
身
を
利
し
て
の
鋭
角
的
ス
マ
ッ

シ
ュ
、
ネ
ッ
ト
際
で
の
高
い
位
置
で

ヘ
ア
ピ
ン
を
く
り
出
す
。

や
や
旅
の
疲
れ
の
み
え
る
林
は
、

２
ゲ
ー
ム
と
も
に
、
後
半
連
続
し
て

ポ
イ
ン
ト
を
失
い
、
来
日
緒
戦
を
飾

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

来
日
す
る
と
く
り
返
し
、
湯
木
か

ら

″学
習
″
し
た
い
と
い
っ
て
い
た

杏
芳
は
、
若
さ
に
も
の
を
い
わ
せ
て

湯
木
を
押
し
ま
く
っ
た
。
第
１
ゲ
ー

ム
を
高
い
位
置
か
ら
の
攻
撃
で
先
取

し
た
李
は
、
第
２
ゲ
ー
ム
に
は
い
っ

て
も
快
調
に
歩
を
進
め
た
。
し
か
し

世
界
の
女
王
湯
木
は
、
李
の
攻
撃
パ

タ
ー
ン
を
見
抜
く
と
、
前
後
に
ゆ
さ

ぶ
り
を
か
け
、
ミ
ス
を
待

っ
て
ポ
イ

ン
ト
を
着
実
に
重
ね
、
フ
ァ
イ
ナ
ル

ゲ
ー
ム
に
持
ち
こ
ん
だ
。

銭
谷
、
林
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
降
す

湯
木
は
李
に
辛
勝

第
四
回
日
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

仝
第^

一
戦
は
、
Ｈ
月
１６
日
午
後
１
時

か
ら
、
京
都
市
体
育
館
で
男
女
シ
ン

グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
の
８
試
合
が
行

わ
れ
、
６
１
２
で
日
本
が
勝
っ
た
。

日
本
で
行
わ
れ
た
日
中
競
技
会
で
日

本
が
勝
っ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で

あ
る
。

２
中

国

０

林
詩
鐙

０

挑
喜
明

２

劉

霞

１

李

芳

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

鋤　凹
２
（‐５‐５‐‐６６）０
鄭江卿
そ
し
て
、
第
３
ゲ
ー
ム
も
そ
の
ま

躙
野
馴

２

（‐５‐５９
‐‐―
‐‐‐０‐５
）
・
』
〔
掃
酸
　
　
ま
湯
木
の
ペ
ー

‐ス
で
進
み
、
李
は
ス

タ
ミ
ナ
切
れ
の
感
で
、
大
魚
を
逸
し

た
。
し
か
し
、
積
極
的
な
プ
レ
ー
ぶ

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
と
ヽ
シ
ヤ
ト
ル
に
対
す
る
執
着
心

竹
谷
中

０

（８ ９
‐ ―
‐５‐５
）
２

輪
魏
聴
　
　
は
ヽ
将
来
の
大
器
ぶ
り
を
思
わ
せ
た
。

記
者
会
見
を
す
る
中
国
チ
…
ム

〈写
真
は
い
ず
れ
も
東
京
大
会
で
撮
影
〉

=‐

ギ

イ　　．二



11月20日 神  戸

女子は、日本 1勝もできず

第2戦は中国が勝ち、夕化する

賀藤 本尾

小
島
、
湯
木
と
も
に
完
敗

男
子
ダ
ブ
ル
ス
は
日
本
に
軍
配

第
二
戦
は
、
会
場
を
神
戸
市
立
中

央
体
育
館
に
移
し
、
■
月
２０
日
午
後

５
時
３０
分
か
ら
行
わ
れ
た
。

中
国
チ
ー
ム
は
旅
の
疲
れ
も
と
れ

男
女
と
も
に
調
子
を
上
げ
、
日
本
は

男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
２
勝
を
上
げ
た
に

と
ど
ま
り
、
６
１
２
の
ス
コ
ア
で
中

国
が
勝
っ
た
。

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

機江棚
０
（７‐３‐‐‐５‐８）２
鋤　酬

疇軒嗽
０
（‐５‐３‐‐‐８‐５）２
跡野鵬

▽女子シングルス

丘玉玲
２
（・‐‐‐‐‐２２）０
朝

劉　予限２
（‐‐‐‐‐‐３４）０
場̈

▽女子ダブルス

鈍饂鱗
２
（‐５‐５‐‐５６）Ｏ
Ｍ

Ｍ秀壺
２
（‐５‐５日２６）０
糀

中　国６
（碑２４‐１２０）２日

▽男子シングルス

林詩鐙
２
⌒‐５‐８‐１４‐３）０
土

桑　勁
２
（‐５‐５‐‐９５）０
小

田

国
歌
演
奏
―
―

両
国
チ
ー
ム

む狩ぎ
彎ヽ

11日ロロ,11111111111日 目111,11'ア′|

この大会を通 じてよくがんばった飯野・ 土田組

t a▲ も



林、銭谷を圧倒

飯
野

ｏ
土
田
組
は
土

つ
か
ず

の
四
連
勝

竹
中
も
李
芳
に
屈
す

第
四
戦
は
、
Ｈ
月
２６
日
午
後
５
時
　
　
▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

御騎妙』乱勧馴柿沌齢齢跡育館
　
嶼喜噛
０
（１０４‐―‐５‐５）２
鋤

ば「『一ノレぉ‐一一『̈』一け機の揮ン　　一絲鶴雌．（５‐６‐５‐‐‐‐５‐７‐３）２劇

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
１
２
で
勝
っ
た
。

李　芳
２
（‐‐‐‐‐‐４３）０
竹̈

中　国３
⌒酔‐２‐１２０）２日　本
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

林
詩
鐙

２

（‐５‐５
‐ ‐
４ ７
）
０

銭
　
谷

　

釧
は
耐

２

（‐７‐５‐２
‐‐‐
‐５‐３‐５
）
・

画

日本男子複の健闘およばず

本 尾 崎 田 田野苦戦にきびしい表情の日本ベンチ

１１
月
２３
日
　
名
古
屋

中  第
国  ~^

4    
≧ド弱こ

脅 撃

:1国
丁
藤

日  っ
本

熱心に記録し、シャトルを追う中国チーム



林のパワー、小島のテクニックに勝つ

最終戦も、中国が快勝

飯
野
・
土
田
も
つ
い
に
敗
る

最
終
戦
は
、
■
月
３０
日
正
午
か
ら

東
墓
国
立
競
技
場
代
々
木
第
二
体
育

館
で
行
わ
れ
た
。

日
本
期
待
の
小
鳥
は
、
最
終
戦
を

勝
利
で
飾
ろ
う
と
積
極
的
に
攻
撃
し

林
の
パ
ワ
ー
を
か
わ
し
て
第
１
ゲ
ー

ム
を
先
取
し
た
が
、
次
第
に
林
の
若

さ
に
押
さ
れ
、
結
局
１
１
２
で
敗
れ

去
っ
た
．́
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
湯

木
も
第
１
ゲ
ー
ム
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

で
失
う
と
、
第
２
ゲ
ー
ム
は

一
方
的

に
敗
れ
、
日
本
は
池
田

・
栂
野
尾
の

ペ
ア
が

一
勝
を
あ
げ
た
だ
け
で
、
最

終
戦
を
飾
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
´

中　国４
（辞２２‐―・０）・日　本

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

林
詩
鈴

２

（‐５‐５‐‐
‐‐‐
５‐２‐５
）
‐

小
　
島

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

齢鶉嘘２（‐８‐５７‐‐―‐６‐‐‐５）・鋤　晰

繰江棚
０
（５５‐―‐５‐５）２
聞野馴

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

劉
　
霞

２

（‐‐‐２
‐ ‐
５‐‐
）
０

湯
　
木

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

湯
木
は
劉
霞
に
苦
杯

鈍肛鱗
２
（‐５‐５‐‐５６）０
鮒　呻

○
‥
日
本
の
男
子
を
代
表
す
る
小

島
が
ガ
ッ
ツ
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
コ
ー

ト
に
現
わ
れ
る
と
、
ス
タ
ン
ド
の
小

学
生
フ
ァ
ン
か
ら
大
き
な
声
援
が
飛

ん
だ
。
林
詩
鈴
の
若
さ
と
パ
ワ
ー
を

封
し
込
め
よ
つ
と
、
小
島
は
出
足
か

ら
積
極
的
に
打
っ
て
出
た
。
林
が
高

い
位
置
か
ら
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
、
ド
ロ

ッ
プ
と
、
空
国
選
手
特
有
の
ヘ
ア
ビ

ン
で
、
小
島
を
前
後
左
右
に
動
か
す

の
に
対
し
、
小
島
は
コ
ー
ト
い
っ
ぱ

い
に
走
り
回
り
、
林
の
弱
点
で
あ
る

バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
ぎ

り
ぎ
り
に
ク
ロ
ス
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を

放
ち
、
う
ま
い
試
合
連
び
で
対
抗
し

た
。第
１
ゲ
ー
ム
は
、
せ
り
合
い
か
ら

小
島
が
抜
け
出
し
て
先
取
。
し
か
し
、

小
島
は
疲
れ
が
出
た
の
か
、
第
２
ゲ

ー
ム
に
な
る
と
次
第
に
動
き
が
悪
く

な
り
、
苦
し
い
展
開
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
第
１
ゲ
ー
ム
と
は
逆
に
、
１２

‐
‐５
で
失
い
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ヘ
と
も

つ
れ
込
ん
だ
。
結
局
、
林
の
ス
タ
ミ

ナ
と
若
さ
に
属
し
た
が
、
や
は
リ
コ

ー
ス
が
少
し
で
も
甘
い
と
逆
に
切
り

返
さ
れ
る
た
め
、
小
島
は
ざ
り
ざ
り

を
狙
い
、
し
た
が
っ
て
わ
ず
か
の
差

で
ミ
ス
を
犯
し
、
ま
た
林
の
ヘ
ア
ピ

ン
に
苦
し
め
ら
れ
た
ゲ
ー
ム
で
あ
っ

た
。
林
は
、
失
つ
ぎ
早
や
の
攻
撃
に

対
し
て
も
あ
わ
て
ず
、
打
ち
急
ぐ
こ

と
も
な
く
冷
静
に
試
合
を
進
め
て
い

た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

女
子
は
、
単
複
と
も
に
日
本
は
精

彩
な
く
、
徳
田
と
ペ
ア
を
組
ん
だ
竹

中
も
、
急
造
の
た
め
か
攻
撃
の
糸
口

を
つ
か
め
ぬ
ま
ま
、　
一
方
的
に
押
し

ま
く
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で

あ
っ
た
。

世
界
の

″女
王
″
湯
木
も
、　
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
も
余
り
よ
く
な
い
の
か
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
重
く
、
第
２
ゲ
ー

ム
、
反
撃
で
き
ず
、
ス
ト
レ
ー
ト
負

け
を
喫
し
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
に
比
べ
る
と
、
ダ
ブ

ル
ス
に
は
ま
だ
未
完
成
の
面
を
み
せ

る
中
国
チ
ー
ム
だ
が
、
ミ
ス
に
も
こ

だ
わ
ら
ず
、
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
を

し
、
大
き
な
攻
撃
を
く
り
返
す
点
は

ま
さ
に
将
来
有
望
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

通
算
１
勝
４
敗
の
成
績
に
終
わ
っ

た
今
年
の
日
中
競
技
会
だ
が
、
こ
の

機
会
に
得
た
も
の
を
身
に
つ
け
て
日

本
の
若
手
は
コ
ー
ト
に
登
場
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

国鉄ストライキにもかかわらずつめかけたファンの人々

ー
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爆
発
し
た
中
国
の
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー

林
　
詩
　
鎗

範
Ё

小
島
の
粘
り
、
コ
ｉ
ナ
‥
ワ
ー
ク
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
対
し
、
す
ば

や
い
動
き
と
パ
ワ
ー
で
対
抗
し
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
末
最
終

戦
も
勝
っ
た
。

〈写
真
は
す
べ
て
東
京
大
会
で
撮
影
〉

彙 J

L

「

¬

‐
 ツ幅

一一亦
―
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ｌ
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ガッツ小島 無念〃

小島もベテランの意地をみせ ,
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最終日東京大会で,唯―の勝利を日本にもたらした
池田・栂野尾組,相手は彙勁 (17歳 )林江利 (18歳 )組。貴重な 1勝

ぶ_ヨ
゛ 餃
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ヽ
日
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口
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日
本
苦
心
の
ベ
ア
竹
中

・
徳
日
程
を
終

始
攻
め
ま
く
っ
た
。
竹
中
組
も
よ
く
拾

翁 丘 た

信軍察
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島
Ｅ
軍
隧

一鐵
ユ

『
一・・・

盛
轟
隋

〃ヒ林

喜 詩

明 鎗

未
完
成
の
魅
力

｛‐９‐９赫一組

荒
け
ず
り
な
が
ら
、
大
き
く
伸
び
伸
び

と
走
り
、
打
つ
ダ
ブ
ル
ス
は
魅
力
が
い

っ
ぱ
い
。
飯
野

・
土
田
組
も
快
調
に
と

ば
し
た
が
、
あ
と

一
歩
…
…
。
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ド
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まだうす暗い会場で, コートづくりにけんめいの学生諸君 (あ りがとう) 試合前のひととき,シ ャ トルを足で蹴つて遊.ド中国チーム

小飼コーチのア ドバイスを受ける竹中,徳田 勝者はスコアシー トにサイン,敗者はうつむいてベンチヘ戻 る。明と暗

1
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…
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第三回全国体育大会
成人とジュニアでバドミントン大会開かる

中華人民共和国第二回体育大会は、 9月 12日 に北京で開幕 し、28日 まで北京 を中心 に 190余 カ
所の会場 で23種 目にわたって挙行 された。バ ドミン トン競技は成人 とジュニアの両方が行 われ 、
ベ テランに加 えて若手精鋭 多数が参加 し好成績 を収め た。

第二回体育大会は28種 目が実施 され、カヌー 、ポー トは 8月 武漢で、スケー ト、スキーな ど冬
季四種 は来年 1月 に黒龍 江省等で開催 され る。 ジュニアの部は、バ ドミン トン、卓球 、体操等 8
種 目が 9月 に行われ、次代 をにな う若手選手が全国か ら参加 してすば らしい成果 を収めている。

◇ 男

中華人 民 共 和 国 第 三 回体 育 大 会

ノヽ ドミ ン トン (成人 )ランキ ング
子 単            ◇ 男 子 複

虎 (福 建)           ① 湯 仙 虎、呉 俊 盛 (福 建)
昌 (広 東)           ② 侯 カロ昌、方 凱 祥 (広 東)
倹 (湖 南)            ③ 林 江 禾1、 槃  勁 (福 建)
勁 (福 建)           ④ 趙 新 華、孫 志 安 (江 蘇)
鐙 (福 建)      ⑤ 伍 伯 強、カヒ喜 明 (広 東)
江 (江 蘇)            ⑥ 韓  健、曲 道 勇 (遼 寧)
敏 (福 建)      ⑦ 間 玉 江、段 金 陵 (江 蘇)
良 (上 海)          ③ 王  政、陳  光 (解放軍)

◇ 女 子 単

仙

加

克

　

詩

玉

子

金

湯

侯

周

槃

林

閣

薬

戴

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

秋

玉

　

暁

春

　

祝

翠

梁

陳

李

劉

博

劉

潜

何

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

建

北

海

①

②

③

東

海

蘇

広

上

江

④

⑤

⑥

北

建

南

湖

福

湖

①

②

③

霞 (湖  南 )
娘 (湖 北 )
芳 (湖 南 )
イ]: (イ罐言   :目E)

蛾 (浙 江 )
霞 (上 海 )
英 (広  東 )
玲 (湖  北 )

◇ 混 合 複

呉 俊 盛、邸 玉 芳 (福

張 光 明、泡 棚 芳 (湖

戴 金 良、鄭 恵 明 (上

◇ 女 子 団 体

◇ 女 子 複

① 梁 秋 霞、李  芳 (湖 南)
② 陳 玉 娘、何 翠 玲 (湖 北)
③ 邸 玉 芳、alj暁 征 (福 建)
④ 朱 超 琴、活 祝 英 (広 東)
⑤ 鄭 恵 明、劉  霞 (上 海)
⑥ 泡 棚 芳、美 発 英 (湖 北)
⑦ 陳 秀 玉、謝 楽 平 (福 建)
③ 趙 正 洋、高 栄 華 (雲 南)

◇ 男 子 団 体

建

蘇

東

北

軍

南

放

福

江

広

湖

解

湖

①

②

③

④

⑤

⑥



昭和50年度 日本バ ドミン トン協会検定審査用具一覧表

検 定 合 格

シヤトル・水鳥の部

トーナ メン ト・デラックス

トーナ メン ト
オフィシャル
エ リー トエー ス
エ リー トトンプ
エ リー トデラ /ク ス

サ ンバ タスター

サンバ タキング

サンバ タクイーン

トーナ メン トブルー
トーナ メン トホワイ ト
トーナ メン トブラ ンク
フアース トシルバー
ファース トグリーン

ファース トゴール ド
サンワ印ハイレ ンド
ゴール ド

シツレバー
ハ タチビクトリー

シヤトル・陸鳥の部

トレーニングコ ンク
サ ンバ タ

ネツトの部

No48 TR
No52 A
No501  SVA
KT-518
糸鳥201S/12本 テ トロン防率lFロ ープイlJ用
サイロン210D/12本    ″
綿201S/12本 ビニロンローフ・イ吏用
ナイロンA(サ イロンラ ンセル15本 )
ナ イロンB(ナ イロン12本 )
含敷 ビニロン 2()/12本

ポストの部

T座式スチールポール
バ ドミン トン支柱ホール式
バ ドミン トン支柱 T座式

ウェアの部

140ク ールネ ンク
141男
「
シャツ

142男 子シャツライン入り
144男 Fシ ャツエ リカラー
241女 子 シャツ
242女 子シャツライン入 り
243女 子シャツノー スリープ
12oシ ョー トパンツ
121         ″

122       ″
20()巻 きスカー ト
2()1フ レアスカー ト
202プ リーツスカー ト
172セ ー ター
176^ミ ス ト
214ワ ンピー ス
82()男 子 ショー トパ ンツ
920女 rシ ョー トパ ンツ
940女子ワンピー ス
950プルオーバー
960女 :rス カー ト
テ ンドテ イン リンショー トパン

テ ンドテ イン リン半袖シャツ

デフィショー トパ ンツ

(単位  円 )

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 棘

い ト ヨ ダ ス ポ ー ツ

榊 ゴ ー セ ン

ヨネックス・ スポーツ(榊

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 棘

打

|「

|「

打

打

F「

打

打

打

打

打

打

|「

打

打

打

ケ「
打

打

Fr

ll‐

3,700
3,200
2,900
2,900
3,200
3,700
3,800
3,200
2,900
3,000
3,200
2,750
2,800
2,600
3,000
2,400
2,9o0
2,700
3,600

4,600
3,800
4,600
4,400
4,300
4,500
3,900
4,700
4,300
3,800

22,Oo0
10,000
18,000

ヨネックス・スポーッ(榊

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 い

い  諸 江  製  f4: ,lr

悧 ト ヨ ダ ス ポ ー ツ

イ「 限 会 社 ジ ャ ワ 商 会

ヨネ ンクス・ スポーツい

(林) 言者 ′[ 製  f4¬り子

ミセ キ ネ ン ト製 作 所

ヨネ ンクス・ スポーツ榊
棘  小 川 長 春 館

ファインス トロー ク
ウィニングコー ス

スタ ミナ

スタ ミナデラックス
ブルー リー ス

オールマン

エ リー ト
N(12000ニ ュープラック

No1000ニ ュー ミニ

No 8ウ ィンナー
No 7シ ルバー
ハイ トーマス
エ クセレン ト
ルバー ドII
ルバー ドIII

スワニー

初級用

選手用

初級用

選 手用

2,200
2,000
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000
2,500
2,0∞
1,500
1,200
4,000
4,200
4,500
4,500
4,500

1,800
2,000
2,200
3,200
2,000
2,200
1,900
2,800
2,400
2,100
2,600
1,900
2,200
5,500
4,500
5,500
3,300
2,500
6,500
6,000
3,800
3,300
3,700
3,500
2,500

和

ン

　

榊

セ

　

業

〃
　
″
　

　

一　
″

工

ゴ
　
　
¨ヽ／
・

い

悧

　

羽

店

ォ
　

　

憫

　

い

商

イ
　

　

業

　

綱

一■

テ

〃

″
　

　

〃

〃
産

″
製

西

イ

・

ジ
　

　

屋

　

本
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D G10パ ドミン トン支柱 (S型 )
D C20   ″   (移 動型 )
パ ドミン トンポス ト
パ ドミン トンポス ト (T字 型 )

ラインテープの部

415コ ー トテープ
カワサキラインテープ

D K91ラ インテープバ ドミン トン用
赤 Mラ インテープ

審 査 合 格

合成シャトリレの部

ナ ッシュ   1個
メイビス   1打
カワサキ・ リープ (合成 シャ トル )
ハ タチハネエー ス  1打

ラケットの部

9100ス リムステンレス
90∞ ハイステンレス
8100 7ラ ッキー
8000 アフレ ミナハイパ rフ _
7000ア ル ミナエース
65∞  トップエース
60∞ ファイブエースデラ ンクス
3000カ レッジエイ ト
2000 キン ク・ダイヤ
1000ク インハー ト
900Gス リーエー ス (No10 G)
80()Gス リーエイト (N(18G)
700Gラ ンキ~セ プン
S-74ォ ールア タ ンク
S-73オ ールマ イテ ィ
No3500 キンク・メイ ト
No3000 ゴール ドキン ク・

No25∞ キングアロー
No20oOキ ングクリッパー
No10∞  シルバーデラッタス
No900  スナ ンプ
No800 ′インう声ィ
No 7  テ ィピカル
ハー ドショッ ト (初 級用 )
エバーウィン  ( ″ )

13,500
24,000
10,000
10,000

2,3∞
2,0∞
2,000
1,800

20()

2,400
2,700
2,700

5,30()

4,800
5,50()

5,000
5,00()

4,300
4,500
3,0()0

2,500
2,2()0

2,300
1,1)()()

1,50()

「l,500

4,500
4,300
〔
`,800(3,000

2,500
2,200
2,000
1,700
1,40()

1,60()

1,900

セ    ノ

‖や 者ド  小寸

―  い

製 作 所

佛

棘

棘

棘

一疇・ム

・
　

ツ
　
　
ゴ

ンクス″
ノ和

ネ

崎
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河 山奇ラ ケ ン トエ 業 伸

デフィ半袖 シャツ

リースショー トパ ンツ

リースフレアスコー ト

リー スプ リーツスコー ト

リー ス巻 スコー ト

リース半袖 イタリアンネ ンクシヤツ

リー ス半袖 V衿シャツ
リース半袖 シャツ

リー スス リープレス

リー ス長袖シャツ

リー ス半袖 シャツ

L-1206ラ コステ糸申 |:ポ ロシャツ
」-5093ラ コステ巻 スコー ト
」-5020ラ コステプ リーツスコー ト
」-5411ラ コステワンビー ス
L-1514ラ コステ婦人ポロシャツ
L-2230ラ コステ紳 |:シ ャツ
J-2006ラ コステショー トパ ンツ
L-1268ラ コステ紳 Ifハ イネ ンク
L-1212ラ コステ紳 l:ポ ロシャツ
L-6100ラ コステベ ス ト

シューズの部

No335パ ドミン トンシュー ズ
No336          ″

カワサ キパ ドミン トンシュー ズ

ストリングスの部

ロンシープ

コンカー

アカツキナ イロン

No100レ オーネシープ
No20 サ ンシープ
600ヨ ネックスシープ
610ヨ ネックスシープ DX
ハ イオーシープ (青 スパ イラル )
″    (ア ンパー )
″    (青 スパ イラル )
″   (ピ ンクスパ イラル )

ハイシープ

2,900
2,100
2,100
3,400
2,500
2,000
2,500
2,000
2,300
1,500
2,000
1,900
1,800
2,000
2,100
4,300
4,50()

4,500
5,8()()

3,rl。 ()

4,800
3,200
3,800
3,800
6,800

2,400
2,5()0

2,5()()
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プレイヤーの誰れもが求める

華麗なるフットワーク //
右 に左 にとシャトルを追 うそのフッ

トワーク。このバ ドミン トン トレー

ニングマシンは、プレイヤーの反射

神経 を高め、敏捷性 を養 うために

造 られたフットワーク練 習機 です。

明 日への試 合のために各有名スポ

ーツ店 にてお求め ください。

ｈ

腱

鳩|

河 崎 ラケ ットエ 業 株 式 会 社

東京者5台東区台東 2-28-5 丁EL(03)831-9161(代 )

ヽ
　
　
　
◆

´
　
　
　
●

顧
Ｌ
題

実案・意匠申請 ¥29,000

「
０
・

０
・．
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◇
三
連
盟
対
抗
戦
◇

今
年
も
男
子
実
業
団
、女
子
学
生
が
圧
勝

第
四
回
実
業
団
、
学
生
、
教
職
員
連
盟
選
抜
団
体

対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会
は
、
十
月
十
九
日
、

日
立
造
船
桜
島
体
育
館
で
、
近
畿
実
業
団
、
関
西
学

生
、
近
畿
教
職
員
各
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
主
催
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

本
大
会
の
主
旨
は
関
西
に
お
け
る
各
連
盟
相
互
の

親
睦
と
、
併
せ
て
そ
の
技
価
の
向
上
の
資
に
い
た
し

た
い
と
の
発
意
に
よ
り
、
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、

年
ご
と
に
そ
の
成
果
を
収
め
て
来
て
居
り
、
第
二
回

大
会
ま
で
の
実
業
団
、
学
生
に
加
う
る
に
、
特
に
本

年
は
、
新
た
に

『
近
畿
教
職
員
連
盟
代
表
チ
ー
ム
』

の
参
加
が
あ
り
、
内
容
に

一
層
の
厚
み
が
加
わ

っ
た
。

過
去
の
成
績
は
、
男
子
は
第

一
回
、
二
回
、
三
回

と
実
業
団
、
第
二
回
目
よ
り
加
わ
っ
た
女
子
は
、
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
て
い
る
。

試
合
は
、
男
子
三
複
六
単
、
女
子
二
複
三
単
の
リ

ー
グ
戦
で
行
な
わ
れ
、
男
子
は
実
業
団
が
四
回
連
続

ま
た
女
子
は
、　
ユ
杯
日
本
代
表
選
手
を
ま
し
え
た
学

生
選
抜
チ
ー
ム
が
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
み
せ
、
危
な

げ
な
く
三
連
勝
を
記
録
し
た
。
今
後
と
も
本
大
会
を

続
け
、
将
来
は
近
畿
に
お
け
る
団
体
戦
の
最
高
峰
と

し
て
の
存
在
を
、
位
置
づ
け
た
い
も
の
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
男
　
子
」

学
　
　
　
生
　
６

谷
島

（近
大
）

古
西

（近
大
）

０

佐
藤

（近
大
）

平
瀬

（近
大
）

川
前
（大
経
大
）

棟

（大
経
大
）

横
山

（関
大
）

梅
田

（近
大
）

浅
野

（関
大
）

古

西

２
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ミ
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ト
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教

職
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藤
原
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打
出
中
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藤
上
良
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（比

叡
山
高
）

藤
上
良
英

（祗

王
小
）

久
保
田

（余
呉

小
）

伊
勢
田

（追
手

門
学
院
）

森

（追
手
門
学

院
）

松
永

（長
岡
京

第
五
小
）
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藤

上
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原
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久

保

田
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伊

勢

田

実
　
業
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滝
野

（電
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近
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岩
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近
畿
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鷲
尾

（
ス
ワ
ロ

ー
化
研
）

池
田

（
ス
ワ
ロ
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化
研
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遠
藤

（
ス
ワ
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化
研
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滝
沢

（
ス
ワ
ロ
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化
研
）

山
下

（電
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近
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竹
原

（電
々
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宮
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（電

々
近

畿
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教
　
職
　
員

０

藤

上

良

英

藤藤

上

良

信 原
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（電
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近
畿
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四石
　
田
　
昇

池
　
　
　
田

実
　
業
　
団

時
間
の

滝
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山石
田

（昇
）

学  ¬
女

２

藤

上

良

信

辻

（四
条
畷
女

短
大
）

仲
西

（
ス
ワ
ロ

ー
化
研
）

野
村

（
ス
ワ
ロ

ー
化
研
）

関
2    2     2     2    2  イ系  5    2    0

爾 爾 赫 爾 爾 五韓 爾 角

↓111::11:1し 1:1:::書 子♀li 1 1:1:
ヽ一/―

―
― ― で 0 0-V
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尾

田  尾  沢 藤 田尾

0    0     1

梅    谷 古

1東
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生   岡
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1

1515 2
キ
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藤

原
田    島 西 瀬藤 野山     田

生

◆女子選手名

●近畿実業団連盟チーム

仲西喜美代 (ス ワロー化研 )

野村奈保
「
(   ″   )

目黒江里子 (  ″   )
田所  了子 (   〃   )
田林真佐子 (住 友 金 属 )

吉岡久美子 (   ″   )
吉 田千恵美 (電 電 ,■ 畿 )

川崎  知子 (三 洋 電 機 )
●関西学生連盟チーム

片岡 輝明 (四 条畷学 同短大 )
秋本 幸子
徳田 敦子
高田 幹子
落合 光子
辻  かほる
庄司府佐子 (武 庫 川 女 大 )

野崎 里花 (  ″   )
田宮佐知子 (大  谷  大 )
●近畿教職員連盟チーム

飴田 純一 (同 志 社 中 )
東堤 範子 (高  倉  小 )
竹中千代子 (平 安 女 学 院 )

西川 方子 (荒  川  小 )
尾花万亀子 (用  和  小 )
村上 京子 (美 津 島 中 )
原田 朝子 (し あわせ保育園 )
くいずれも先頭が監督〉

◆男子選手名    学  吉

●近餞実業団連盟チーム

遠藤 和 男 (ス ワロー化研 )

実　業　団　５
（輔３２‐１００）０　教

剖附
一飩棘綺縣一　
２
（‐５‐５‐‐２３）０

鷲尾 正一
池田 文昭
滝沢  孝三
竹原  茂 (電 電
滝野  公一 (   〃
中島 真一 (   ″
岩 田  昇 (   〃
山下順次郎 (   ″
宮本 宏和 (   ″
●関西学生連盟チーム

青葉  仲 昌 (大  経
川前 明裕 (

棟  敏彦 (

西村 龍夫 (京 工
浅野  勇 (関
横山 昌弘 (  〃
佐藤  純 (近
平瀬  博俊 (  〃
古西  小吾 (  〃
谷島 助男 (  ″
梅田 勝彦 (  ″

藤上  良英 (祗
久保 田良 昌 (余

藤原 健二 (打

)__ 2  2近
llttΞΞ
)  0
)

実

大

1業

東

堤

0    0

村  西

東 村 職

山  り|1堤 山 員

2

11 11

1 1
1  5

0

村

山
)

芸  ,大こ)

大 )

)

ブく)

)

)

)

)

/1ヽ
)

/1ヽ
)

中 )

団

●近畿教職員連盟チーム

宝来 敏夫 (教 大 付 ノJヽ )

高  落  女野 落秋    徳
大崎V⌒     辻
武

田  合   庫 合本    田
り||

2    2          2        2
_ _   2   _     _
11 11 11 11 _ 1515    15 15
1 1 1 111111 1   1 1
10331114  11~~13~  ~
0  0 - 0   0

目
黒

，

ワ
ロ

ー
化
研
）

田
所

（
ス
ワ
ロ

ー
化
研
）

仲
　
　
　
西

野
　
　
　
村

０
　
野
　
　
　
村

田
　
　
　
所

仲
　
　
　
西

以
上
。

（資
料
提
供
＝
大
阪
府
実
業
団
連
盟

・
御
前
龍
雄
）

王

呉

出

藤上 良信 (比 叡 山 高 )
杉田 忠邦 (四 条 畷 学 園 )
伊勢田善昭 (追 手 門 学 院 )

森  義和 (   〃   )
松永 正雄 (長岡京第五小 )
飴田 純一 (同 志 社 中 )



カ
ア
ル
Ｌ

水
鳥
？

ナ
イ
ロ
ン
を
感
じ
さ
せ
な
い
ナ
イ
ロ
ス

新
開
発
さ
れ
た
、
カ

ア
ル
ト
ン
ピ
三

―
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
″

わ恣

詭

〕曖は
―

卜

熱

最
も
類
似
し
た
性
能
を

備
え
た
、
新
し
い

シ
ャ
ト
ル
で
す
。
　
　
ヽ

ニュートーナメントの特徴

―●打球音が変った●ラケットから離れる

感じが変った●ネットでのターンノーバ

(回転)が変った●スピン●シャトルに対
する視覚度 (よ く見える)が よくなった●飛
翔のときの一貫した安定性が増加された。

メトロレジャ‐株式会社
東京都千代田区外神田5-6-4 TEL 833-3661(代 )

ヽヽ
,.

・Ｌ



IMPORTED SHU丁丁LE000KS
世 界 の No。 1か ら普 及 品 まで輸 入 シ ャ トル をお推 め します

カーバ ン・ トレーデ ィング社では国際 トーナメントに使用されている各国の蘭dシ ャ ト
ル及び幾 多の名選手を生んだ普及レベルの シャ トルの輸入を企画、販売 しております。

当社では厳選 した販売店を通 じてか、直接、団体やクラブや個人の皆様に販売するシス

テムを取 っております。これは世界の秀れた シャ トルが高価にならぬための当社の考え

方です。あらゆるコンディションの中で、秀れた飛行性、耐久性 を要求 されるシャ トル

を専門家の目から厳選 した製品です。 シャトルに関 しての御相談をお待 ちしております。

まず、実力No.lの 国、中国製シャトルを紹介します

商品ナンバー 商  品  名 fdh 格 (1打 ) 貝 等

CA101 航 牌 ¥ 3,000 水鳥、中国 No.1、 国際試合球

CA201 東 海 牌 (コ ルト) ¥ 2,500 水鳥、 トップレベル用試合球

CA202 東 海 牌 (シフレバ ) ¥ 2,000 水鳥、国内試合球

御注文は10打 単位、球種の組合せ及び返品自由、代金前払、送料当社負担。

申  込
ロ カタログ   ロ サンフル   ロ itえ

帽:::Vを
つけ
)

'約
注文

書

二

送金た (銀 行は各久留米 支店 ■通薇全口座 )

国 人和銀行  日 l■友銀行  日 第 ‐勧案銀 rr □ 櫂同銀行

合 計

カーバン・トレイディング・リミテッド
福 岡 県 久 留 米 市 日 吉 町 147番 地 の 5
¬
「
      T E L 0942 (38)3446、  (33)3454

製  品  名 金   額



第10回世界バ ドミントン選手権 (ト マス杯)大会組合せ

●ヨーロッハゾーン

ラ  ン

スコットランド

イングラ ン ド

フ ィンラ ン ド

西 ド イ ソ`

●オーストラレイシア

オーストラリア

イ   ラ   ン

(代表 )

79t-7>
ゾーン

(代表 )

7>-?-7

●アシ アゾーン

(東地区 )

書 
ン コ
 巣:・
~~       
卜日 本

韓     国

(西地区 )

ビ  ル  マ
パ キ ス タ ン

ス リ ラ ン カ

シ ンガポ ー ル

●アメリカゾーン

バ

ン

コ

ッ

ク

に

て

５

／

２５

～

２６
バ
ン
コ
ッ
ク
に
て
　
６
／
４
～
５

チ

ャ

ン

ピ

オ

ン

カ  ナ
ア メ

メ キ
ペ    ル

回 ・ 年

第 1回・1948～ 49

第 2回 。1951～ 52

第 3回 。1954～ 55

第 4回 。1957～ 58

第 5回・1960～ 61

マ レ ー シ ア

トマ ス杯 大 会

参加国  チャンピオン国

10   マ  ラ  ヤ

12   マ  ラ  ヤ

21   マ  ラ  ヤ

19  イ ン ドネ シ ア

19  イ ン ドネ シ ア

ダ
　
カ
　
コ
　

一

いり

　

ンヽ

バ

ン

コ

ッ

ク

に

て

　

５

／

２９

～

３０

ス タ ン (代表 )

(開催国)タ  イ

(選手権国)イ ンドネシア

5 バ

/ン
31コ
S ツ

6 ク
/に
1て

・ 栄 光の あ と

回   年    参加国

第 6回・1963～ 64   26

第 7回・1966～ 67   23

第 8回 ・1969～ 70   25

第 9回 ・1972～ 73   23

第10回 ・1975～ 76    26

チャンピオン国

イ ン ドネ シア

マ レ ー シ ア

イン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア

?

(代表)7.



委 員 長  小 宮 淳 宏
副委員長  高 倉 正 治
副委員長  内 藤 安 雄

信 一
武

委  員  五十里 光 秋
委 員 遠 藤 真 男

委 員 加 藤 寛 治

委 員 神 沢  暁
委 員 里 見 光 徳

委  員  吹 田 修 一
委  員  高 橋 重 夫

員  富 川   昂
員  並 本 万次郎
員  秦     浩
員  福 田   武
員  村 山 幸 雄
員  山 本 洋 彦

第10回世界バ ドミントン選手権 (ト マス杯)大会
アジア地区東側予選会実行委員会

日本パ ドミントン協会理事長

日本バ ドミントン協会副理事長

日本バ ドミントン協会常務理事

神奈川県パ ドミントン協会理事長

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会理事

東京都バ ドミントン協会理事長

埼玉県バ ドミントン協会理事長

山梨県パ ドミントン協会理事長

茨城県バ ドミントン協会理事長

群馬県バ ドミントン協会理事長

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会常務理事

千葉県バ ドミントン協会理事長

栃木県バ ドミントン協会理事長

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会事務局長

日本バ ドミントン協会常務理事

実行委員会事務局

一死

岡

秋

浅

員

員

委

委

事務局長  村
事務局員  天
同   今
同   黒
同   堺
同   菅
同   関
同   関
同    中
同   秦
同   宮
同    村
同    山
同    山

山 幸 雄
野 博 江
北 基 夫
崎 二 男
栄 一

原 幸 雄
一 誠

根 義 雄
田 正 彦

浩

永 武 司
野   浩
本 次 生
本 洋 彦委

委

委

委

委

委

1)主    催
2)主    管
3)後    援

4)日     時

5)場   所

6)競 技 規 則
7)競 技 方 法

第10回世界バ ドミントン選手権 (ト マス杯)大会
アジア地区東側予選会日本対韓国要項

国際バ ドミントン連盟

日本バ ドミントン協会

東京12チ ャンネルほか

第 1日 昭和51年 1月 24日 0 13時
第 2日    同   25日 lB)13時
国立競技場代々木第 2体育館

国際バ ドミントン連盟競技規則およびトマス杯憲章による。

トマス杯憲章により、単 3,複 2を 用意し,第 1日 は 2単 , 2複。第 2日 は 3単, 2
複の対抗戦で, 5試合を得た方を勝とする。

8)チ ームの編 成  トマス杯憲章により,選手 6名以内。
9)使 用 シャ トル  シャトル 河崎ラケットエ業株式会社製  「ェリー トデラックス」
10)予 選 会の役員  実行委員会の委員長を運営委員長,副委員長を運営副委員長,委員および常務理事を

H)入

27

運営委員として予選会を管理する。

名誉審判長は内藤安雄常務理事,審判員27名 ,係員22名 とする。
場  料  S席 1,000円,A席 500円 ,中高席300円
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楽
し
い
わ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

主
婦
の
間
に
静
か
な
ブ
ー
ム

旭
川
市
内
で
主
婦
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
熱
が
高
ま
っ
て
い
る
。
テ
ニ
ス
の

よ
つ
な
爆
発
的
な
プ
ー
ム
で
は
な
い

が
、
こ
の
二
月
か
ら
旭
川
地
区
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
が
開
い
た
教
室
が
引

き
金

ヽ
と
な
っ
て
愛
好
者
は
増
え
る

一

九
シ
ャ
ト
ル

（羽
根
）
を
打
ち
ま
く

る
奥
さ
ん
た
ち
の
表
情
は
生
き
生
亀

「健
康
に
も
美
容
に
も
最
上
の
ス

ポ
ー
ツ
」
と
胸
を
張
っ
て
い
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
高
橋
祐

一

理
事
長
雀
し
の
話
に
よ
る
と
、
市
内

婦
人
層
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
人
口
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
い
わ
ゆ
る

″羽
根
つ
き
″
ま
で
含
め
る
と
五
、

六
百
人
に
な
る
と
い
つ
。

市
内
の
競
技
人
口
が
千
人
程
度
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
な
り
の

数
字
だ
。
こ
の
人
気
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室
に
通
う

マ
マ
さ
ん
の
急
増
で

は
っ
き
り
。

二
月
か
ら
市
立
体
育
館
で
毎
週
木

曜
日
昼
夜
二
回
開
か
れ
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い
る
が
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ス
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ー
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時
は
十
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っ
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が
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五
十
１
百
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込
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し
た
結
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そ
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。
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受
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。
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催
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れ
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ト
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に
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主
婦
ら
″
羽
根
″追
っ
て

― ― 一 ― 各 地 の た よ り

海
津
町
バ

手
軽
に
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
体
力
づ
く
り
を
と
、
海

津
郡
海
津
町
教
委
は
十
四
日
夜
か
ら

町
内
五
婦
人
会
を
対
象
に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
教
室
を
始
め
た
。

同
町
で
は
さ
る
四
十
五
年
か
ら
社

会
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
普
及
を
図
り
、
今
で
は
マ

マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
郡
大
会
で
も
常
に

優
勝
候
補
の
最
右
翼
に
あ
げ
ら
れ
る

ほ
ど
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
水
準
が
高
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど

一
般

へ
の
普
及
が
弱
ま
り
、

一
チ
ー
ム
あ
た
り
の
人
数
も
九
人
に

限
定
さ
れ
て
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化
さ

れ
る
傾
向
を
み
せ
て
き
た
。

そ
こ
で
同
町
教
委
は

″家
庭
で
も

手
軽
く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
″
と

富
山
県
バ

第
２５
回
富
山
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
は
、
■
月
２３
日
、
３０
日
の

両
日
高
岡
市
民
体
育
館
に
お
い
て
盛

会
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
。
男
子
の
今

泉
勉
選
手

（高
岡
市
役
所
）
は
単
複

に
そ
の
実
力
を
発
揮
し
、
大
会
を
も

り
あ
げ
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

◆海津町◆

考
え
た
末
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
着
日
、

と
り
あ
え
ず
大
江
婦
人
会
な
ど
で
昨

年
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
指
導
し

た
。
そ
の
結
果
、
予
想
外
に
好
評
で

各
地
区
の
婦
人
会
か
ら
要
望
も
あ
り
、

今
秋
か
ら
本
格
的
な
普
及
活
動
に
入

っ
た
。
計
画
で
は
同
町
体
育
指
導
委
員
会

（永
田
保
久
委
員
長
）
の
指
導
員
が

中
心
と
な
っ
て
十
二
月
十
九
日
ま
で

毎
週
金
曜
日

（初
回
の
み
火
曜
日
）

の
午
後
八
時
か
ら
約
二
時
間
、
計
十

回
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
開
く
。

五
婦
人
会
が
四
回
ず
つ
受
講
す
る
仕

組
み
で
、　
一
回
ご
と
に
二
婦
人
会
が

同
時
受
講
、
婦
人
会
相
互
の
親
交
も

深
め
る
。

（中
日
新
聞
１０
。
１５
）

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

◇
準
々
決
勝

今
泉

（高
岡
市
役
所
）
２
１
０
山
崎

（不
二
越
）
二
上

（高
商
教
）
２
１

０
米
原

（高
岡
市
役
所
）
関
村

全
昌

岡
市
役
所
）
２
１
０
山
岸
（双
竜
ク
）

米
沢

（一局
岡
市
役
所
）
２
１
０
坂
元

（日
曹
）

◇
準
決
勝
今　泉２（‐５‐５‐‐‐‐‐６９‐５）・・一　上

米
　
沢
　
　
　
　
　
　
　
関

村

上

（氷
見
西
中
教

上
昌
商
教
）
２
１

０
岡
田

・
虫
島

（上
市
ク
）
関

・
坂

本

（双
竜
ク

・
日
曹
）
２
１
０
永
原

・
山
崎

（不
二
越
）
米
沢

。
米
原

（高
岡
市
役
所
）
２
１
０
飛
弾

・
源

通

（三
晶
技
研
）

◇
準
決
勝

一知　朝一２
（‐５‐５‐‐２５）０
一到　鵬

◇
決
勝
徊　細
２
（細州却）０
林　Ｍ

▽

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

◇
準
決
勝

米
倉

・
山
西

（藤
園
）
２
１
０
行
木

・
放
生

（富
商
）
茶
木

。
中
曾
同
女
）

２
１
０
遠
藤

・
中
川

（不
二
越
）

◇
決
勝

峠
　
酷

２

（‐５‐５
‐ ‐
３ ５
）
０

茶
中
木

▽
成
年
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

桶
　
沢

蜘
鵡

・士崎

２

（‐５ ‐５
‐ ‐
‐‐ ８
）
０

榔
班
勢

日
曹
）

▽
壮
年
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

南
教
）〈資
料
提
供
＝
富
山
県
協
会
〉

倉
敷
東
と
山
陽

３０

女
子
に
栄
冠

岡
山
県
中
学
校
大
会

◆
岡
山
◆

第
１３
回
岡
山
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
は
、
１０
月
５
日

・
６
日
の
両
日

岡
山
大
学
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
が

成
績
は
次
の
と
お
り
。

今
泉
、
単
複
に
実
力
示
す

◆高岡◆

◇
決
勝
今　泉
２
（‐５‐５‐‐７‐‐）０
米　沢

▽

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

◇
準
決
勝

米
倉

（藤
園
）
２
１
０
中
川

（不
二

越
）
富
田

（高
商
）
２
１
０
山
西

（藤
園
）

◇
決
勝

米
　
合
「
２

⌒‐‐‐‐
‐ ‐
０ ８
）
０

・昌
　
田

▽
成
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

痴蹟「２（‐５‐５‐‐５２）０ク（高・棚

▽
壮
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

教（不増醐
２
（‐５‐５‐‐５７）０
，ｒ龍̈

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

越（遠『琳２（‐５‐５日６７）０詢工馴

▽

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

◇
準
々
決
勝

河
村

。
今
泉

金
局
岡
市
役
所
）
２
１

０
藤
田

・
寺
島

（尚
美
）
中
鳴

・
二

▽
男
子
団
体

◇
準
決
勝

倉

　

　

東

２
１
０

倉

　

　

西

２
１
０

◇
決
勝

倉

敷

東

２
１
１

紺
一　
　
　
卿

０
１
２

撰
　
　
　
２
１
０

亀
　
　
　
山

２
１
０

▽
女
子
団
体

◇
準
決
勝

大
　

　

島

２
１
１

山
　
　
　
陽

２
１
０

◇
決
勝

山

陽

女
子

２
１
０

越一　　　割
２１０

米 米

原 沢

2

1警重X'
2

15  15
1 1
5   3

0

瑾策
志高
V洋
垣橋

斎 藤西 大  白 瀬 難 白 守松 倉  藤 倉

敷   福

波 神 屋本 西  田 福

串
　
　
　
田

２
１
１

一

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
撰

（倉
東
）、
一

（倉
西
）、
三
位
Ｈ
白
神

山

（倉
東
）

一位
＝
松
本

（倉
西
）、亀

一‐５‐５‐２‐‐‐０
・
州
本

藤 井川 島  石 戸



■しか ら 南 か ら
地 の た よ リーー ー ー

◆広島◆

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
難
波

・
白
神

（倉
西
）、
二
位

＝
松
本

・
守
屋

（倉
西
）、
三
位
＝
亀

山

・
撰

（倉
東
）、
井
料
田

・
石
下

（旭
東
）

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
光
畑

（山
陽
）、
二
位
＝
河
田

（自
石
）、
三
位
＝
中
川

（白
石
）、
永

守

（山
陽
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

斎
藤

。
大
島

（大
島
）、
西
川

・
藤
井

（本
島
）、
三
位
＝
岸
本

・
皿
井

（瀬

戸
）、
河
田

。
中
川

（自
石
）、

昭
和
５０
年
度
岡
山
県
秋
季
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
Ｈ
月
３
日

岡
山
県
営
体
育
館
で
行
わ
れ
た
が
、

結
果
は
次
の
と
お
り
。

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
藤
原

。
松
井

（三
井
）、
二
位

＝
上
野

・
芳
上

（三
井
）、
三
位
＝
岡

。
田
中

（岡
大
Ｏ
Ｂ
）、
三
宅

・
柳
本

（水
教
旭
教
）

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
芳
上

（三
井
）、
二
位
＝
藤
原

（三
井
）、
三
位
＝
松
井

（三
井
）、
浜

中

（岡
大
Ｏ
Ｂ
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
日
原

。
林

（山
短
）、
二
位
＝

与
倉

。
長
井

（県
短
）、
三
位
＝
林

・

東

（岡
大
）、
坪
井

・
守
安

（清
心
）

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
日
原

（山
短
）、
二
位
＝
手
倉

（県
短
）、
三
位
＝
高
島

（岡
大
）、
土

岩

（岡
大
）

〈資
料
提
供
＝
岡
山
県
協
会
〉

宮黒崎大
平嶺 原山
2    2

儀宇 嶺玉

間座 井城

図[
1

大井

城 上

151215
111
131513

1

田宮

中城

宜比 ▽

保嘉羮
2 勝

15 15
1 1
4 11

0

崎大

原山

宮与
那
平 嶺

2

（‐５‐５‐‐３２）０

⌒‐５‐５̈‐‐９９）０

（‐５‐５‐５‐‐‐４４‐７）・一い一一『

（琉
球
新
聞
１０
。
６
）

15156 1515
111 1 1
111015 2 11

1     0

石 福  新島

原嶺  原島 垣袋

151515
111
4417

．
獅那埋

（‐８‐８‐―‐４‐３）０
・醐波翻

成
年
男
子
単
は
矢
野
が
制
す

―
―
サ
ン
ケ
イ
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

第
１６
回
サ
ン
ケ
イ
杯
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
は
、
９
月
２４
日
広
島
県
立
体

育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
が
、
成
績

は
次
の
と
お
り
。

▽
壮
年
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
岡
本

（広
ク
）、
二
位
＝
立
川

（広
ク
）、
三
位
＝
大
川

（因
島
）、熊

本

（日
製
）

▽
壮
年
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
岡
本

・
立
川

（広
ク
）、
二
位

＝
熊
本

・
山
下

（日
製
）、
三
位
＝
大

川

。
片
岡

（因
島
）

▽
成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
Ｈ
山
本

。
大
塚

（日
立
）、
二
位

＝
矢
野

・
安
田

（日
立
）、
三
位
＝
南

電

・
田
上

（Ｎ
Ｋ
Ｋ
）

▽
成
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
矢
野

（日
立
）、
二
位
＝
田
上

（Ｎ
Ｋ
Ｋ
）、
三
位
＝
茂
田

（修
大
）

▽

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

比
嘉
ｏ宜
保
組
が
優
勝

◆
沖
縄
◆

第
七
回
全
沖
縄
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
混
合
ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
大
会
は
五

日
午
前
九
時
半
か
ら
糸
満
高
校
体
育

館
で
Ａ
組
十

一
チ
ー
ム
、
Ｂ
組
四
十

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
Ａ
組

で
は
比
嘉
盛
二

・
宜
保
栄
子
組
が
与

那
嶺
明

・
宮
平
美
智
子
組
を
２
対
０

の
ス
ト
レ
ー
ト
で
下
し
初
優
勝
を
飾

っ
た

Ｂ
組
で
は
仲
村
渠
功

。
宮
城

邦
子
組
が
添
石
和
男

・
小
浜
邦
子
組

を
２
対
１
で
抑
え
初
優
勝
し
た
。

【Ａ
組
】
▽
準
々
決
勝

飢　は̈
２
（‐５‐５‐‐９‐０）０
一轍那綱一

略　耐一２（‐５６‐５‐‐‐９‐５５）・蜘　端

▽
決
勝

比
嘉
盛
　
　
　
　
　
　
　
　
与
那
嶺

に保販（脚２（‐５‐５‐‐‐０５）０抑（美．機

子

↑
二
　
　
　
　
　
　
　
大
）

越
）
【
Ｂ
組

】

▽

獅

那
鯉

２

一
位
＝
岩
崎

（広
大
）、
二
位
＝
磯
部

（第

一
）、
三
位
＝
河
野

（広
大
）

▽

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
河
野

・
小
田

（広
大
）、
二
位

＝
磯
部

・
戒
田

（第

一
）、
三
位
＝
佐

藤

・
宇
野

（広
大
）

▽
高
校
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
――
戒
田

（第

一
）、
二
位
日
本
田

（鈴
）、
三
位
＝
中
野

（鈴
）

▽
高
校
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
三
倉

・
川
野

（第

一
）、
二
位

＝
大
道

・
足
立

（第

一
）、
三
位
＝
中

野

・
伊
原

（鈴
）

〈資
料
提
供
＝
広
島
県
協
会
〉

帥村媒
２

湖波翻
２

帥村嫌
２

稀　商
２

▽
決
勝

卿
奥
城
邦
子

２

（首
里

裏

）

読
者
の
皆
様
も
す
で
に

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
１
月
２５
日
か
ら
郵

便
料
金
が
大
幅
に
値
上
げ

さ
れ
ま
す
。
平
均
２

・
５

Ｌ
ｖ
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な

了
、
つ
て
し
ま
いま
し
た
。

せ
　
そ
二
左
記
？
一お
り

六
）
の
予
定
で
、
誌
代
。年
間

ヨ
］
購
読
料
金
の
改
訂
を
行
わ

詢
い
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し

募
」
た
。
は
な
は
だ
心
苦
し
い

４

‐

　

　

己

”〕臓嘲帖期＝昭和５‐年３

新
料
金
＝
現
在
検
討
中

２
月
末
日
の
消
印
ま
で
旧

料
金
で
受
け
つ
け
ま
す
の

で
、
期
限
切
れ
の
前
に
継

続
料
金
を
払
い
込
ま
れ
て

も
け
っ
こ
う
で
す
。
以
上

林　Ｍ
２
（‐５‐５‐‐３３）０
一跡

▽
準
決
勝
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ネ
ツ
ト
の
近
く
ヘ

と
ん
で
き
た
球
は
…

素
早
＜
前
進
し

で
き
る
だ
け

顔
の
ま
え
で

と
良
い
…
…
、

と
コ
ー
チ
が

い
い
ま
し
た
。

もうすっかりおなじみの第 7回全日本女子ノヽドミントン

チヤンピオンズ・トーナメント

時  1976年 2月 29日 (日 )午前 10時か ら

所  未  定

出場予定選手

日本バ ドミン トン協会主催各大会

優勝者およびそれに準する選手

主催  日本バ

後援 東 京 |

ン
　
ャ

ミ
　ヽ
チ

ド
　
２

トン協会

ン ネ ル

春 一 番 /

○
…
今
月
号
は
、
さ
き
の
日
中
大
会

の
特
集
で
す
。

未
完
成
な
が
ら
、
ノ
ビ
ノ
ビ
と
プ

レ
ー
す
る
生
国
の
若
手
は
、
近
い
将

来
上
国
を
背
負
う
第

一
線
に
成
長
す

る
こ
と
で
し
ょ
つ
。

初
戦
に
勝
っ
た
だ
け
で
、
あ
と
は

一
勝
も
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

し
た
が
、
た
く
さ
ん
つ
め
か
け
て
下

さ
っ
た
若
い

（幼
い
，
）
フ
ァ
ン
の

中
か
ら
、
次
代
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た

ち
が
出
て
く
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

○
…
来
月
号
は
、　
一
九
七
五
年
の
し

め
く
く
り
と
な
っ
た
全
日
本
総
合
選

手
権
大
会
の
結
果
と
グ
ラ
フ
を
お
伝

え
し
ま
す
。

○
…
そ
し
て
、
そ
の
翌
号
で
、　
一
九

七
五
年
の
総
集
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

国
民
体
育
大
会
の
詳
報
と
、
各
種
大

会
の
記
録
を
中
心
に
構
成
し
ま
す
。

○
…

一
九
七
六
年
が
読
者
の
皆
様
に

と
っ
て
よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に

編
集
部

一
同
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
】
第
７３
号

昭
和

ｍ
年

１０
月

２５

日
　

印
Ｉ

昭
和

”
年

■
月

１

日
　

発
行

●
集

豪
発
行

人
　
秦

　
　
　

　
　

浩

発

行

所
　
東

京

●

渋
谷
区
神

南

一
の

一
の

一

岸

記

念
体
青

曽
内

日
本

バ
ド

ミ

ン
ト

ン
協
会

電
話

口

六
七

―

二

一

一
（
内
●

Ｙ
二
五

一

四
六
七

七
０

九
五

＾
菫

通

）

郵
便

〓
号

　

一
五
〇

饉

■

口
座

　

東
京

三
二

一
九

二

印
囀

所

　
東
京

椰
■
３

区
南

大

量

二

―
二
九

明
憲

印
窮
株

式

会

社

定
僣

　

一
椰

二
百
二
十
円

◎無断転載を禁ず



スピー ド、パヮー、スマー トーーー近代バ ドミントンを追求するゴーセン

|
Hy Thomas NO.34l/'1, l.-?1

颯

υ 二′
:′勝ちたいなぢ

ゴーセンバ ドミン トンラケ ントの 人気が急
11)「 してい ます。一‐流選 手のア ドウ ァィスを
季責極白りに取 l,入 れ 、開 発 さオしたキキ殊イ)lltに よ
る力強いフレーム、オ友群の弾 力11:、 lrl量 ・バ

ラン スの素晴 ′)し さな どがその秘密。
さ′)に 世 界で初め ての ステンレスワ イャー
巻付・特殊油・ 香水入 リゲ ント 《ウ ィンテ ン
クス)が加わオLば まさに 鬼に令棒。 あなたの
スコアア ′フィょゴーセ ンにお まかせ ドさい 、

★ 世界の が ットと言われ るコ・―セイ ントは、
その一 本一 本にすべ て品質保証の ネームが記
入さォしてぃ ます。 よ くf雀 かめ Xrl,大品に ご ,た′ξ
卜さい _

●,・ ―プさ(定 :平のゴーセンパドミントンラケ トもお試し きヽヽヽ

ラ ケ ッ ト の 決 め 手

Hy tthomas
●本社・大阪市東区豊後町 4806-942‐ 5816

●東京支店。東京都台東区蔵前4-14‐ 22卸 3‐ 862-6576
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月
刊

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
第
７３
号

（毎
月

一
回

一
日
発
行
）

ヨ

　

高

二

重

耶

更

勿

忍

丁

召H`{
1日 本ll
コJi
卜 |

]Fli

「
|

ト
ニナl
]

二日
卜 `こ
ニイi

発
行
所

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

定
価
二
百
二
十
円

時速270Mの
スマッシ■/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クカ讐茂ン70kmの スピードで、相手コートに

たたきつけられる。目にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラ.ノキ~。 その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと細身で、普通よ

り長目ですから、まるでムチのように打つ瞬

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラック′くワーと恐れられています。

NO.8100 BLACKEN
●No 8100ブ ラッキー ¥5′ 500


